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は

じ

め

に

日
本
国
際
政
治
学
会
編

「国
際
政
治

j

第

153
号
「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
と
国
際
政
治
」
（
二

0
0八
年
一
一
月
）

反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
広
が
り
と
繋
が
り

世
界
社
会
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
事
例

本
稿
は
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
と
国
際
政
治
」
特
集
号
の
中
に
あ
っ
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
に
抵
抗
す
る
世
界
的
な
動
き
、
す
な
わ
ち
「
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化

(a
n
t
i
'
g
l
o
b
a
l
i
z
a
t
i
o
n
)
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

概
念
分
析
と
事
例
研
究
を
通
じ
て
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
運
動
の
広
が
り
と
繋
が

り
に
つ
い
て
の
分
析
を
試
み
る
。
広
が
り
と
は
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
主
体
、

対
象
、
間
題
領
域
、
地
理
的
空
間
な
ど
の
多
様
性
で
あ
り
、
繋
が
り
と
は
、
そ

れ
ら
の
相
互
連
関
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
―
一
月
、
世
界
貿
易
機
関

(
W
T
o
)
閣
僚
会
議
へ
の
抗
議

(1
)
 

デ
モ
が
機
動
隊
と
衝
突
し
た
「
シ
ア
ト
ル
の
闘
い
」
以
来
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル

化
連
動
は
と
り
わ
け
世
界
の
耳
目
を
旗
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。
今
日
の
反
グ

ロ
ー
バ
ル
化
運
動
は
、
国
境
を
越
え
て

(tr
a
n
s
,n
a
t
i
o
n
a
l
)
展
開
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
環
境
、
労
働
、
人
権
な
ど
多
く
の
問
題
領
域
を
包
含
・
柚

断
し

(t
r
a
n
s
,
i
s
s
u
e
)
、
男
性
も
女
性
も

(t
r
a
n
s
'
g
e
n
d
e
r
)
、
老
い
も
若
き
も

(t
r
a
n
s
,
g
e
n
e
r
a
t
i
o
n
)
、
右
派
も
左
派
も

(t
r
a
n
s
,
i
d
e
o
l
o
g
y
)
参
加
し
、
欧
米

か
ら
ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
ま
で
文
化
を
越
え
て

(t
r
a
n
s
,
c
u
l
t
u
r
e
)
広

が
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
広
が
り
は
、
繋
が
り
に
つ
い
て
の
問
題
を

提
起
す
る
。
か
く
も
多
様
な
グ
ル
ー
プ
が
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
辿
携
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。
価
値
や
目
的
を
共
有
す
る
グ
ル
ー
プ
同
士
で
あ
れ
ば
、

祉

界
中
の
非
政
府
組
織

(N
G
o
)
が
広
範
に
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
例
は
あ

る

（た
と
え
ば
対
人
地
雷
禁
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）。

し
か
し
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
主
張
、
目
的
、
理
由
、
手
段
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
そ

の
繋
が
り
は
自
明
で
は
な
い
。
低
価
格
品
の
輸
入
制
限
を
求
め
る
先
進
国
の
労

働
組
合
が
、
そ
の
輸
出
国
で
あ
る
開
発
途
上
国
の
工
場
労
働
者
と
、
ど
う
し
て

連
携
で
き
る
の
か
。
塚
橙
保
護
派
と
開
発
椎
進
派
の
対
立
は
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
御
旗
の
下
で
は
表
而
化
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

山

田

敦
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あ
る
い
は
、
彼
ら
は
連
携
な
ど
し
て
お
ら
ず
、
シ
ア
ト
ル
の
よ
う
な
「
お
祭

り
」
に
梨
ま
り
、
大
い
に
気
勢
を
上
げ
、
ま
た
離
散
す
る
だ
け
な
の
か
。
そ
の

よ
う
な
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
今
日
の
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
連
動
は
、
一
過
性
の

イ
ベ
ン
ト
と
は
片
付
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
継
続
的
に
現
代
国
際
関
係
に
影
態
を

与
え
て
い
る
。

本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
接
近
す
る
た

め
の
試
論
で
あ
る
。
ま
ず
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

一
括
り
に
さ
れ
て
い
る
運
動

や
主
張
を
、
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う

（第
一
節
の
概
念
分
析
）。

次
に
、

反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
運
動
の
実
体
を
、
事
例
研
究
に
よ
っ
て
観
察
す
る
。
事
例
に

は
、
一
過
性
の
デ
モ
よ
り
も
継
続
的

・
組
織
的
な
動
き
を
見
る
た
め
、

二
0
0

一
年
よ
り
定
例
化
さ
れ
て
い
る
世
界
社
会
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
選
ん
だ

（第
二
節
）。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
広
が
り
と
繋
が
り
に
つ
い
て
、
特
に

そ
の

「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
な
特
性
に
つ
い
て
一
考
し
た
い

（第
三
節
）。

本
論
に
入
る
前
に
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
研
究
意
義
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。
第

一
に
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
運
動
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
ほ
ど
強
く
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
一

方
が
強
ま

れ
ば
他
方
が
弱
ま
る
と
い
う
関
係
で
は
、
必
ず
し
も
な
い
。
両
者
は
、
相
反
す

る
動
き
と
い
う
よ
り
も
、
同
一
の
大
き
な
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
表
裏
を
な
す
も

の
、
あ
る
い
は
、
ふ
た
つ
相
侯
っ
て
弁
証
法
的
に
今
日
の
世
界
政
治
経
済
を
変

(2
)
 

容
さ
せ
て
い
る
力
と
捉
え
る
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
概
念
分
析

第
二
に
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
今
日
の
世
界
秩
序
に
つ

い
て
の
考
察
に
つ
な
が
る
。
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
批
判
の
矛
先
は
、
「
帝
国
」
ア

(3
)
 

メ
リ
カ
や
、
ア
メ
リ
カ
主
禅
の
「
帝
国
シ
ス
テ
ム
」
、
主
要
国
首
脳
会
議

(G

8
)、
経
済
学
で
い
う
新
自
由
主
義

(n
e
o
,
l
i
b
e
r
a
l
i
s
m
)
、
国
際
通
貨
基
金

(I

M
F
)、
且
界
銀
行
、

W
T
O
に
よ
る
国
際
経
済
体
制
な
ど
に
向
け
ら
れ
て
い

る
。
現
在
の
世
界
秩
序
の
問
題
点
と
課
題
が
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
主
張
を
追

う
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

第
三
に
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
研
究
は
、
地
球
市
民
社
会

(
Gl
o
b
a
l
Civil 

S
o
c
i
e
t
y
)

の
研
究
に
つ
な
が
る
。
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
運
動
の
主
体
は
、
（す
べ

て
で
は
な
い
が
）
大
半
が

N
G
O
、
労
働
者
、
農
民
、
平
和
活
動
家
な
ど
の
市

(
4
)
 

民
グ
ル

ー
プ
で
あ
り
、
し
か
も
地
球
規
模
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
い
る
。

第
四
に
、
反
グ
ロ

ー
バ

ル
化
の
研
究
は
、
様
々
な
グ
ロ
ー
バ
ル

・
イ
シ

ュ
ー

の
研
究
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
運
動
は
、
国
際
貿
易
、

国
際
金
融
、

地
球
環
椅
、
人
権
、
平
和
、
民
主
主
義
、

開
発
、
文
化
な
ど
、
多
種

多
様
な
イ
シ
ュ
ー
エ
リ
ア
で
展
開
さ
れ
、
し
か
も
互
い
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

そ
し
て
第
五
に
、
反
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
研
究
は
、
よ
り
良
い
グ
ロ
ー
バ
ル
・

(5
)
 

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
模
索
に
貢
献
し
う
る
。
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
運
動
の
中
心
的
主
張

の

―
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
民
王
主
義
の
赤
字
を
解
消
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
民
主
制

(G
l
o
b
a
l
 D
e
m
o
c
r
a
c
y
)

の
実
現
に
向
か
う
こ
と
で
あ
る
。
地
球
市
民
社
会
に

(6
)
 

よ
る

「
下
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
要
求
は
、
「
統
治
」
と
「
自
治
」
を
統
合

(7
)
 

し
た
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
処
方
箋
を
模
索
す
る
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
研
究
意
義
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
反
グ
ロ

ー

バ
ル
化
を
研
究
対
象
と
す
る
の
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
余
り
に
も
広
範
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か
つ
多
様
な
王
張
や
活
動
が
「
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と

一
括
り
に
さ
れ
て
い
る

た
め
、
概
念
と
し
て
曖
昧
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
矛
盾
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
イ
ス
ラ
ム
圏
や
中
南
米
諸
国
の
反
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
ア
メ
リ
カ
的
価
値

を
強
調
す
る
米
国
内
の
排
外
主
義

（反
移
民
）
と
一
緒
に
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化

(8
)
 

と

一
括
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
反
グ
ロ

ー
バ
ル
化
」
と
「
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
」
が
互
換
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
散
見
さ
れ
る
が
、
本
来
は
区
別
さ
れ

る
べ
き
概
念
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
定
義
に
よ
っ
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
は
支
持
し
て
い
る
が
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
は
反
対
、
と
い
う
立
場

も
あ
り
う
る
。
さ
ら
に
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
立
場
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
、
保
股
主
義
、
排
外
主
義
な
ど
と
同

一
な
の
か
に
つ
い
て
も
、

考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
定
義
を
明
確
に
す
る
必
要
が
出
て
く
る
が
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
よ

う
に
、
き
わ
め
て
多
義
的
な
言
葉
の
定
義
は
難
し
い
。
そ
れ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
」
の
定
義
が
難
し
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
多
義
性
を
満
た
そ
う
と
す
れ
ば
、

包
括
的
で
曖
昧
な
定
義
に
な
り
や
す
く
、
実
証
分
析
に
当
た
っ
て
有
効
な
手
引

き
と
な
る
と
は
限
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
有
益
な
の
が
、
概
念
分
析

(co
n
c
e
p
tu
a
l
a
n
a
lysis
)
 

で
あ
る
。
概
念
分
析
と
は
、
様
々
な
意
味
し
か
も
し
ば
し
ば
相
矛
盾
す
る

意
味
ー
を
も
つ
概
念
を
、
解
析
す
る
試
み
で
あ
る
。
定
義
の
よ
う
に
、
短
文

で
す
べ
て
を
表
現
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
そ
の
概
念
に
含
ま
れ
る
意
味
を
整
理

区
分
し
、

一
っ
ず
つ
検
討
し
て
い
く
。
多
義
的
な
概
念
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

多
面
的
で
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
レ
イ

(D
o
u
g
la
s
R
a
e
)
は、

平
等

(e
qu
a
li
t
y
)
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、
よ
く
言
わ
れ
る
一
機
会
の
平
等
」

と
「
結
果
の
平
等
」
に
類
型
す
る
だ
け
で
な
く
、
両
者
が
な
ぜ
し
ば
し
ば
衝
突

(9
)
 

す
る
か
を
論
理
的
に
解
明
し
た
。

国
際
政
治
学
で
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

(D
a
v
id

A. B
a
l
d
w
i
n
)
に
よ
る
安

全
保
障

(s
e
cu
r
it
y
)
の
概
念
分
析
が
あ
る
。
家
屋
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
か
ら
、
国

家
の
安
全
保
障
、
人
間
の
安
全
保
障
ま
で
、
非
常
に
多
義
的
な
こ
の
概
念
を
、

以
下
の
七
点
に
つ
い
て
特
定
し
て
い
く
必
要
性
を
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、

①
誰

に
と
っ
て
の
安
全
か

（個
人
、
国
家
、
国
際
社
会
な
ど
）
‘
②
何
に
と
っ
て
の
安

全
か

（身
体
の
安
全
、
経
済
的
安
定
、
政
治
的
自
立
、
心
理
的
安
定
な
ど
）
、
③

ど
れ
ほ
ど
安
全
か

（安
全
の
程
度
）
‘
④
誰
／
何
か
ら
の
安
全
か

（泥
棒
、
敵
対

国
、
対
抗
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
経
済
的
脅
威
、
軍
事
的
脅
威
な
ど
）‘
⑤
安
全
保
障

の
手
段

（軍
事
力
か
、
そ
れ
以
外
か
）
、
⑥
安
全
保
障
の
コ
ス
ト

（犠
牲
に
さ
れ

る
目
標
・
価
値
）
‘
⑦
安
全
保
障
の
期
間

（短
期
か
長
期
か
）
ー

の

七

点

で

(10
)
 

あ
る
。

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
別
の
論
文
で
、
相
互
依
存

(in
ter
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
)

の

概
念
分
析
も
試
み
、
依
存

(d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
)
や
従
属

(d
e
p
e
n
d
e
n
c
y
)
と
い
っ

(11
)
 

た
類
似
概
念
と
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
を
行

っ
て
い
る
。

概
念
分
析
は
、
現
実
の
政
策
や
処
方
箋
を
検
討
す
る
際
に
も
、
不
可
欠
な
作

業
で
あ
る
。
「
結
果
の
平
等
」
の
改
善
策
が
「
機
会
の
平
等
」
を
損
な
う
か
も

し
れ
な
い
こ
と
を
、
社
会
保
障
政
策
の
立
案
者
は
十
分
に
認
識
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
同
様
に
、
誰
の
「
安
全
」
が
誰
に
よ

っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
脅
か
さ
れ
て
い

る
か
を
特
定
し
な
け
れ
ば
、
現
実
の
安
全
保
障
政
策
を
立
案
す
る
こ
と
は
で
き

ま
い
。

反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
ま
た
、
き
わ
め
て
多
義
的
で
曖
味
な
概
念
の

一
っ
で
あ
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る
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
も
政
策
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
問
題
で
も
あ

る
。
以
下
で
は
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
概
念
分
析
を
試
み
る
。
第

一
に
、
少
な

く
と
も
五
点
を
特
定
す
る
必
要
性
を
示
し
、
第
二
に
、
類
似
概
念

（反
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
、
反
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
）
と
の
差
異
を
検
討
す
る
。

mi
反
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
諸
要
素
を
特
定
す
る

■誰
に
よ
る
反
対
か
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
主
体
に
は
、
国
家
ア
ク
タ
ー
と
非

国
家
ア
ク
タ
ー
の
両
方
が
含
ま
れ
る
。
国
家
ア
ク
タ
ー
の
中
で
は
、
開
発
途
上

国
政
府
と
先
進
国
政
府
の
両
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
楊
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
行
き
過
ぎ
に
対
す
る
抵
抗
を
示
し
て
い
る
。
途
上
国
は
さ
ら
に
、
発
展
段
階

（先
発
／
後
発
途
上
国
）
、
民
主
化
の
疫
合
い
、
骰
源
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
、

立
楊
が

一
様
で
は
な
か
ろ
う
。
先
進
国
政
府
の
立
場
も
、
多
く
の
点
で
分
か
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
「
北
が
主
禅
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
す
る
南
の
反
発
」
と

い
っ
た
単
純
な
凶
式
で
は
決
し
て
な
い
。

同
様
に
、
非
国
家
ア
ク
タ
ー
も
多
種
多
様
で
あ
る
。
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
し

ば
し
ば

「市
民
社
会
に
よ
る

〈帝
国
〉
へ
の
挑
戦
」
な
ど
と
図
式
化
さ
れ
る
が
、

市
民
社
会
に
含
ま
れ
る
諸
ア
ク
タ
ー
を
特
定
し
、
立
場
の
共
通
点
だ
け
で
な
く

相
迎
点
も
見
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
な
ぜ
連
携
し
う
る
の
か
を
分
析

す
る
必
要
が
あ
る
。

■誰
（
何
）
に
対
す
る
反
対
か

主
体
だ
け
で
な
く
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
対

象
も
ま
た
多
様
で
あ
る
。
第

一
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
拙
進
し
て
き
た
国
際
機

構
と
し
て
、

W
T
O
、
I
M
F
、
世
銀
、

G
8
な
ど
に
対
す
る
反
対
が
あ
る
。

第
二
に
、
国
家
の
中
で
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
反
発
が
最

も
強
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ア
メ
リ
カ
化
を
同

一
視
す
る
人
々
は
、
ア
メ
リ
カ

政
府
の
政
策
だ
け
で
な
く
、
「
ア
メ
リ
カ
的
な
も
の
」
へ
の
反
発
も
示
す
。
し

た
が

っ
て
第
三
に
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
や
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
な
ど
、
ア
メ
リ
カ

化
の
シ
ン
ボ
ル
が
批
判
対
象
と
な
る
。
第
四
に
、
そ
れ
ら
を
提
供
す
る
多
国
範

企
業
が
批
判
対
象
と
な
る
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
化

(M
c
D
o
n
a
ld
izatio
n
)
、
コ

カ
コ
ー
ラ
植
民
地
化

(C
o
c
a
,C
o
lo
ni
z
a
tion
)
な
ど
と
椰
楡
さ
れ
る
所
以
で

(12
)
 

あ
る
。

第
五
に
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
支
え
る
理
念

・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ヘ
の
反

発
が
あ
る
。
新
自
由
主
義
、
ワ
シ
ン
ト
ン

・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
な
ど
と
呼
ば
れ
る

理
念
で
あ
る
。
そ
し
て
第
六
に
、
そ
う
し
た
理
念
を
共
有
す
る
財
界
人
、
政
治

家
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
な
ど
枇
界
の

「支
配
階
庖
」
へ
の
反
発
も
見
ら
れ
る
。

■い
か
な
る
理
由
に
よ
る
反
対
か
主
体
も
対
象
も
様
々
で
あ
る
か
ら
、
反
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
動
機

・
理
由
も
千
差
万
別
で
あ
る

（実
際
に
ど
れ
ほ
ど
多
様
で

あ
る
か
は
、
次
節
の
事
例
研
究
に
お
い
て
見
る
）。

反
対
理
由
が
多
様
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
た
と
え
同
じ
デ
モ
に
参
加
し
て
い
る
団
体
で
あ

っ
て
も
、
互

い
に
矛
盾
．
衝
突
す
る
利
害
閲
心
を
持
っ
て
い
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
参
加
ア
ク
タ
ー
は
同
床
異

夢
の
間
柄
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

他
方
で
、
理
由
が
全
体
と
し
て
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
て
も
、

一
部
だ
け
な
ら

ば
共
通
点
が
あ
る
楊
合
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
を
接
合
点
と
し
て
立

場
の
異
な
る
グ
ル
ー
プ
同
士
が
辿
携
、
辿
幣
、
共
闘
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。

接
合
点
は
、
強
固
な
場
合
も
あ
れ
ば
、
見
か
け
だ
け
で
実
質
的
に
は
弱
い
場
合

も
あ
る
だ
ろ
う
。
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
不
安
定
な
接
合
点

や
、
グ
ル
ー
プ
間
の
矛
盾
．
衝
突
を
内
包
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
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■い
か
な
る
方
法
・
手
段
に
よ
る
反
対
か
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
連
動
の
方
法
'

手
段
は
、
平
和
的
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
暴
力
的
な
も
の
も
あ
り
得
る
。
平
和
的

な
活
動
に
は
、
討
論
や
意
見
交
換
の
た
め
の
集
会
、
論
文
や
紺
籍
の
出
版
、
ロ

ビ
ー
活
動
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
啓
蒙

・
宣
伝
活
動
な
ど
が
あ
り
得
る
。

梢
報
技
術

(I
T
)
の
発
展
に
よ
り
、
市
民
団
体
の
情
報
発
信
亙
旧
報
収
集
の

能
力
は
大
幅
に
向
上
し
た
。
暴
力
的
な
活
動
に
は
、
破
壊
行
為
を
伴
う
デ
モ
や

テ
ロ
行
為
な
ど
が
あ
り
得
る
。
「
シ
ア
ト
ル
の
闘
い
」
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も

意
図
せ
ず
し
て
暴
力
的
な
衝
突
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。

■全
面
的
な
反
対
か
、
部
分
的
な
反
対
か
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
主
張
に
は
、

現
状
を
ま
っ
た
く
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い
立
場
か
ら
、
現
状
を
改
良

・修
正
し

て
い
こ
う
と
す
る
立
場
ま
で
、
様
々
な
も
の
が
あ
り
う
る
。
ポ
ニ
ア

(T
h
o
m
a
s

P
o
n
n
i
a
h
)
と
フ
イ
ソ
シ
ャ
ー

(W
i
l
l
i
a
m
F
is
h
e
r
)
は
、
「
革
命
か
改
良
か
」

と
い
う
、
左
炭
の
議
論
に
よ
く
あ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
相
迩
が
今
日
の
反
グ

(13
)
 

ロ
ー
バ
ル
化
運
動
の
中
に
も
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
国
際

機
関
の
権
限
を
剥
蒋
し
て
無
力
化
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
も
あ
れ
ば
、
市

民
社
会
の
関
与
を
通
じ
て
改
善
で
き
る
と
考
え
る
立
場
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
五
要
素
を
特
定
す
る
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も
以
下
の
よ
う

な
類
似
概
念
と
の
差
異
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

例
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
類
似
概
念

■反
ク
ロ

ー
バ
リ
ズ

ム
グ
ロ
ー
バ
ル
化

(g
lo
b
a
l
i
z
a
t
i
o
n
)
と
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム

(g
l
o
b
a
li
s
m
)
が
互
換
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
散
見
さ
れ
る
が
、
本

来
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

（中
国
詔
で
「
全
球
化
」
）

は
、
現
実
の
変
化
を
意
味
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
、
イ
ズ
ム

（主
義
）

の
一
っ
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
何
ら
か
が
地
球

的
規
模
に
広
が
り
統
合
さ
れ
て
い
く
現
実
の
変
化
過
程
を
指
す
の
に
対
し
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
そ
の
よ
う
な
変
化
を
望
ま
し
い
と
考
え
る
思
想
的
立
場
で
あ

る
と
区
別
し
て
お
こ
う

（も
ち
ろ
ん
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
い
う
思
想
も
多
種
多

様
だ
が
）。

こ
の
概
念
的
区
別
は
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
と
り
わ

け
重
要
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
区
別
す
る
と
、
図
1-

の
よ
う
に
、
理
念
塑
と
し
て
四
つ
の
立
場
を
想
定
で
き
る
。

(A
)
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
の
立
場
を
と
り
、
か
つ
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
現
状
も
肯
定
す
る
立
楊
、

(B
)

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
状
は
支
持
す
る
が
、
思
想
的
に
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
反

対
の
立
楊
、

(C
)
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
立
場
だ
が
、
い
ま
憔
界
で
進
行
し
て
い

る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
は
反
対
す
る
立
場
、

(D
)
思
想
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
に
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
状
に
も
否
定
的
な
立
場
ー
の
四
つ
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
「
校
成
派
」
「
椎
進
派
」
な
ど
と

一
般
に
呼
ば
れ
る
人
々

は
、
実
は

(A
)
と

(B
)
に
分
か
れ
る
。
た
と
え
ば
、
新
自
由
主
義
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
で
、
実
際
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
生
み
出
し
て
き
た
利
益
を
強
調
す
る
人
々

は

(A
)
に
屈
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
自
国
の
産
業
発
展
に
有
利

な
ル
ー
ル
を
、

W
T
O
な
ど
を
通
じ
て
全
批
界
に
拡
大
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

人
々
は
、
法
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
後
押
し
し
つ
つ
も
、
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
立
場
に
あ
り
、

(B
)
に
属
す
る
だ
ろ
う

（実
際
、
ア
メ
リ
カ
の

W
T

(14
)
 

0
交
渉
姿
勢
は
こ
の
よ
う
に
開
発
途
上
国
な
ど
か
ら
非
難
さ
れ
て
い
る
）。

同
様
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
「
反
対
派
」
「
抵
抗
勢
力
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る

人
々
は
、
実
は

(C
)
と

(D
)
に
分
か
れ
る
。

(D
)
は
、
思
想
も
現
状
も
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受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
し
か
し
、
棗
桜
や
人
権
な
ど
に

関
わ
る
多
く
の
国
際
的
N
G
O
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
よ
り
も
グ

ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
る
と
自
負
し
て
お
り
、
思

想
的
に
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
で
は
な
い
。
事
例
研
究
で
見
る
世
界
社
会
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
屎
橙
破
壊
や
格
差
拡
大
を
招
い
て
い
る
と
し
て
現
在
の
グ
ロ

ー
バ
ル

化

（新
自
由
主
義
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
に
反
対
し
、
そ
れ
に
代
わ
る

「
オ
ル
タ
ー
・

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
を
提
唱
し
て
お
り
、

(C
)
に
属
す

る
と
思
わ
れ
る
。

■ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ム

反
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
反
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
と
同
義
で
は

な
い
こ
と
を
認
識
す
れ
ば
、
反
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
立
場
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

同
義
で
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

(D
)
の

一
部
は

（全
部
と
は
限
ら

な
い
が
）
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
ろ
う
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
椎
進
派
の

(B
)

に
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は
含
ま
れ
る
。

(B
)
は
前
述
の
と
お
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
自
国
の
利
益
と
な
る
限
り
、
そ
れ
を
支
持
す
る
立
場
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
ン

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
グ
ロ

ー
バ
ル

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
拡
張
さ
れ
る
こ
と

に
利
益
を
見
い
だ
す
立
場
は
、
ア
メ
リ
カ
ン

・
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
て

き
た
が
、
そ
れ
は
い
わ
ば
「
勝
ち
組
」
ま
た
は
「
強
者
」
の
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ

(15
)
 

リ
ズ
ム
で
あ
る
。
他
方
、

(D
)
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
不
利
益
を
す
で
に
感

じ
て
い
る
人
々
が
含
ま
れ
る
。
国
際
競
争
力
が
な
い
た
め
輸
入
品
に
圧
倒
さ
れ

る
こ
と
へ
の
抵
抗
や
、
強
者
の
ル
ー
ル
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
へ
の
抵
抗
で

あ
り
、
「
負
け
組
」
「
弱
者
」
の
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

途
上
国
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
先
進
国
の
国
内
に
も
存
在
す
る
。

■ロ
ー
カ
リ
ズ
ム

ロ
ー
カ
ル
な
伝
統
や
文
化
が
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
荒
波
で
消
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滅
す
る
こ
と
を
危
惧
す
る
立
場

（
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
一
種
）
も
同
様
に
、
反
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
立
場
の
一
部
で
は
あ
っ
て
も
、
同
義
で
は
な
い
。
保
設
貿
易
主

義
、
排
外
主
義
、
愛
国
主
義
、
国
粋
主
義
な
ど
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が

当
て
は
ま
る
。

(C
)
は

(A
)
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
内
向
き

の
思
想
的
立
場
は
と
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
を
、
内
向
き
で
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
の
対
極
に
あ
る
立
楊
と
単
純
化
す
る
の
は
適
切
で
な
か
ろ
う
。
ロ
ー
カ
ル

な
活
動
を
連
結
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
に
し
よ
う
と
す
る
運
動
次
節

で
み
る
世
界
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
理
念
の

一
っ
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
カ
リ

ズ
ム
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
両
立
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
グ
ロ
ー
カ

ル
」
と
い
う
言
葉
に
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
を
二
項
対
立
的
に
と
ら
え

(16
)
 

ず、

二
つ
の
共
進

・
共
鳴
、
相
互
補
完
な
ど
へ
の
視
座
が
含
ま
れ
て
い
る
。

■反
ア
メ
リ
カ
化
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
反
ア
メ
リ
カ
化

（ま
た
は
反
ア
メ
リ

カ
ニ
ズ
ム
）
と
同
義
で
は
な
い
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
グ

ル
ー
プ
を
例
に
と
れ
ば
明
ら
か
だ
ろ
う
。
米
国
内
の
移
民
排
斥
主
義
者
は
、
移

民
の
増
加
に
よ
り
「
ア
メ
リ
カ
ら
し
さ
」
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
嘆
い
て
い

る
の
で
あ
り
、
反
米
と
は
逆
の
立
場
に
あ
る
。

と
は
い
え
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
か
な
り
の
部
分
が
、
反
ア
メ
リ
カ
化

（反

ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
）
と
重
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
反
米

・
鎌
米
の
理
由
も

様
々
で
あ
る
。
地
域

（イ
ス
ラ
ム
圏
、
開
発
途
上
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
南
米

諸
国
な
ど
）
、
イ
シ
ュ
ー
エ
リ
ア

（軍
事
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、
娯
楽
な
ど
）
、

時
期

（冷
戦
期
と
冷
戦
後
、
イ
ラ
ク
侵
攻
の
前
と
後
）
な
ど
に
よ
り
、
対
米
批

判
の
あ
り
方
は
異
な
る
。
批
判
の
対
象
も
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
と
っ
て
い
る
特

定
の
政
策
か
ら
、
も
っ
と
抽
象
的
な
ア
メ
リ
カ
の
信
条
や
価
値
観
ま
で
、
広
い

(17
)
 

範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。

世
界
社
会
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
事
例

世
界
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

(W
o
r
l
d
S
o
c
i
a
l
 Fo
r
u
m

以
下

W
S
F
)
は
、
毎

年

一
月
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
派
が
世
界
中
か
ら

一
棠
に
会
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
知
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
の
だ
が
、
と
り
あ

え
ず
概
要
を
見
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
運
動
が
世
界
の
耳
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
の

一

つ
は
、
一
九
九
九
年
ー

一
月
末
、
シ
ア
ト
ル
の

W
T
O
閣
僚
会
試
に
対
す
る
反

対
デ
モ
で
あ
っ
た
。
世
界
各
地
か
ら
現
境
団
体
、
人
権
団
体
、
労
働
組
合
、
農

民
、
学
生
、
消
費
者
団
体
、
宗
教
団
体
な
ど
、
数
万
人
が
参
加
し
た
デ
モ
は
、

一
部
で
機
動
隊
と
の
衝
突
が
生
じ
、
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
デ
モ
は
そ
の
後
も
、

I
M
F
、
世
銀
、

G
8
へ
の
反
対
行
動
と
な
っ
て
各
地

で
続
い
た
。
二

0
0
一
年
七
月
に
は
、
伊
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
で

G
8
サ
ミ
ッ

ト
が
開

か
れ
た
際
、
厳
戒
態
勢
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
規
模
デ
モ
が
行
わ
れ
、
普
官
が

発
砲
し
た
弾
が
当
た

っ
て
イ
タ
リ
ア
人
青
年
が
死
亡
す
る
事
件
が
起
き
た
。

W
S
F
は
、
こ
う
し
た

一
連
の
動
き
の
最
中
に
生
ま
れ
た
。
名
称
が
示
す
と

お
り
、

W
S
F
は
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

(W
o
r
l
d
E
c
o
n
o
m
i
c
 F
o
r
u
m
,
 

通
称
、
ダ
ボ
ス
会
紙
）
に
対
抗
し
て
創
設
さ
れ
た
。
ダ
ボ
ス
会
議
は
毎
年

一
月

末
、
ス
イ
ス
の
リ
ゾ
ー
ト
地
ダ
ボ
ス
の
高
級
ホ
テ
ル
に
、
世
界
の
政
財
官
の

リ
ー
ダ
ー
や
、
著
名
知
識
人
ら
が
集
ま
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
政
治
経
済
問
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
す
る
社
交
場
で
あ
る
。
貿
易
、
金
融
、
投
賓
な
ど
の
自
由
化
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を
進
言
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
派
の
象
徴
的
存
在
と
み

(18
)
 

な
さ
れ
て
い
る
。

他
方
の

W
S
F
は
、
次
の
三
点
で
ダ
ボ
ス
会
議
に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に

し
て
い
る
。
第
一
に
、
開
他
地
を
「
南
」
と
し
、
「
北
」
の
ダ
ボ
ス
に
対
し
、
南

の
視
点
か
ら
グ
ロ

ー
バ
ル
化
問
題
を
捉
え
直
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。
第
二

に
、
「
経
済
」
偏
重
の
ダ
ボ
ス
に
対
し
、
「
社
会
」
を
俊
先
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
。
第
三
に
、
聞
佃
時
期
を
ダ
ボ
ス
会
誠
と
同
時
に
し
て
、
対
抗
慈
識
を
示

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

W
S
F
は
第
一
回
の
世
界
大
会
を
、

二
0
0
一
年
一
月
二
五
＼
三

0
日
、
プ

ラ
ジ
ル
南
部
の
州
都
ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ
で
開
催
し
た
。
同
市
は
住
民
主
体
の
革

新
的
市
政
で
知
ら
れ
、
世
界
中
の
民
衆
が
狛
ま
り
社
会
改
却
を
論
じ
る
に
ふ
さ

わ
し
い
場
と
し
て
選
ば
れ
た
。
参
加
者
数
は
、
主
催
し
た
プ
ラ
ジ
ル
の
糾
織
委

(19
)
 

員
会
の
予
想
を
大
き
く
上
回
り
、
世
界
か
ら
約

一
万
六
千
人
が
仏
ま
っ
た
。

W
S
F
は
そ
の
後
、

二
0
0
二
年
と
二
0
0
三
年
に
ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ
、

ニ

0
0
四
年
は
イ
ン
ド
の
ム
ン
バ
イ
、

二
0
0
五
年
に
は
再
び
ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ

で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
数
は
増
え
続
け
、

二
0
0
五
年
の
大
会
で
は
世
界
一

ニ
ニ
カ
国
か
ら
八
万
人
と
も
、
一

三
五
カ
国
か
ら
一
五
万
人
以
上
と
も
報
じ
ら

れ
た

（巨
大
化
し
す
ぎ
て
、
主
催
者
も
全
体
像
を
把
握
で
き
な
く
な
っ
た
と

(20
)
 

い
う
）。

二
0
0
六
年
は
他
界
大
会
は
開
か
れ
ず
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
、

ア
ジ
ア
で
、
地
域
別
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
佃
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
二

0
0
七

年
の

W
S
F
は
ケ
ニ
ア
の
ナ
イ
ロ
ピ
で
開
か
れ
た
。
二

0
0
八
年
は
、
そ
れ
ま

で
の
よ
う
に

―
つ
の
大
会
楊
に
楳
ま
る
方
式
で
は
な
く
、
ロ
ー
カ
ル
な
佃
し
を

世
界
各
地
で
一
斉
に
行
う
こ
と
と
し
た
。
二

0
0
九
年
の

W
S
F
は
、
一
月
二

七
R
ー
ニ
月
一
日
、
プ
ラ
ジ
ル
・
パ
ラ
州
の
都
市
ベ
レ
ン
で
淵
備
さ
れ
る
。

以
下
で
は
こ
の

W
S
F
を
事
例
に
、
前
節
の
概
念
分
析
に
沿
っ
て
、
反
グ

ロ
ー
バ
ル
化
連
動
の
実
体
の
一
部
を
観
察
す
る
。

■誰
に
よ
る
反
対
か
ま
ず
、
誰
が

W
S
F
に
参
加
し
て
い
る
の
か
を
見
よ

う
。
W
S
F
は
二
0
0
一
年
の
第

一
回
大
会
後
、
運
動
を
批
辿
す
る
指
針
と
し

(21
)
 

て
、
「
原
則
窓
平

(Charter
of Principles
)」
を
採
択
し
た
。
恣
卒
第
五
条

は
、
「
W
S
F
は、

世
界
の
国
々
で
活
動
す
る
市
民
の
団
体
や
運
動
組
織
だ
け
が

楳
ま
り
、
た
が
い
に
連
帯
す
る
も
の
で
す
」
と
記
し
て
い
る
。
第
九
条
で
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
民
族
、
文
化
、
世
代
、
身
体
能
力
な
ど
の
多
梯
性
を
受
け
入
れ

る
多
元
主
義
を
と
り
な
が
ら
も
、
「
政
党
や
軍
事
組
織
の
代
表
者
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
」
と
明
記
し
て
い
る
。
第
八
条
に
は
「
政
府
機
閲
や
政
此
と
は
閲
係
を

持
ち
ま
せ
ん
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て

W
S
F
は
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
団
体
・
個

人
に
対
し
て
門
戸
を
開
く
一
方
で
、
国
家
ア
ク
タ
ー
は
除
外
す
る
の
が
原
則
的

方
針
で
あ
る
。

参
加
し
て
い
る
団
体

・
個
人
は
千
差
万
別
で
あ
る
。
十
万
人
を
超
え
る
大

会
参
加
者
す
べ
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、

W
S
F
の
全
体
的

方
針
を
討
議
す
る
た
め
に
約
百
三
十
の
団
体
で
構
成
さ
れ
る
国
際
評
議
会

(International Council
)
に
々
C

ナ
ど
油
延
ね
る
グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら
、
比
較
的

(22
)
 

よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
拾
い
上
げ
て
み
よ
う
。

イ
シ
ュ
ー
別
に
見
る
と
、
環
榜
問
題
で
は
グ
リ
ー
ン
ビ
ー
ス

(G
r
e
e
n
p
e
a
c
e
)、

削
発

・
役
困
間
題
で
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム

(O
x
f
a
m
)
や
、
フ

ェ
ア
ト
レ
ー

ド
椎
進
団
体
の

I

F
A

T
(International
Federation of Alternative 
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T
r
a
d
e
)
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。
人
権
問
題
で
は
ス
ウ
ェ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

糾
弾
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

・
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ

(G
l
o
b
a
l
E
x
c
h
a
n
g
e
)
、
消
骰
者

問
題
で
は
不
ー
ダ
ー

(R
a
l
p
h
N
a
d
e
r
)
が
設
立
し
た
パ
プ
リ
ッ
ク

・
シ
チ
ズ

ン

(P
u
b
l
i
c
C
i
tiz
e
n
)
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
で
は
、
約
百
六
十
力
国
の
女
性
団

体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
世
界
女
性
行
進

(W
o
rld
M
a
r
c
h
 o
f
 W
o
m
e
n
)
、

労
働
組
合
で
は
、
世
界
百
五
十
力
国
以
上
の
労
組
が
加
拇
す
る
国
際
労
働
組
合

総
連
合

(I
T
U
C
)、
全
米
の
労
組
を
束
ね
る

A
F
L
I
C
I
O

（
ア
メ
リ
カ

労
働
総
同
盟

・
産
業
別
組
合
会
議
）
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
途
上

国
の
佃
務
帳
消
し
を
求
め
る
ジ
ュ
ビ

リ
ー
ニ
0
0
0
(J
u
b
i
l
e
u
 2
0
0
0
)

、
多
国

籍
企
業
の
活
動
を
監
視
す
る
コ

ー
プ
ウ
ォ
ッ
チ

(C
o
r
p
w
a
t
c
h
)
、
国
際
的
な

投
機
マ
ネ
ー
に
対
す
る
ト
ー
ビ
ン
税
の
瑞
入
を
求
め
る
ア
タ
ッ
ク

(A
T
T
A
C
)

な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。

国
別
に
見
る
と
、
参
加
団
体
の
拠
点
は
、
北
米
、
中
南
米
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

、
中
東
、
ロ
シ
ア
と
、
全
世
界
に
広
が

っ
て
い
る
。
国
檄
を

越
え
た
グ
ロ

ー
バ
ル
規
模
の
団
体
も
あ
る
。
年
に

一
度
の

W
S
F
大
会
に
は
、

個
人
で
も
登
録
し
て
参
加
で
き
る
。
ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ
の
聞
催
で
は
地
元
プ
ラ

ジ
ル
か
ら
が
最
も
多
い
が
、
参
加
者
は
世
界
各
国
か
ら
集
ま
る
。

■誰
（何
）
に
対
す
る
反
対
か

W
S
F
は
原
則
憲
章
の
第

一
条
で
、
「
わ
た
し

た
ち
は
新
自
由
主
義

（ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
）
を
批
判
し
、
賓
本
主
義
や
帝
国

主
義
が
世
界
を
支
配
す
る
の
に
反
対
し
ま
す
」
と
宜
言
し
て
い
る
。
W
S
F
で

い
う
新
自
由
主
義
的
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
「
自
由
化
」
「
規
制
緩
和
」

「
民
営
化
」
「
構
造
改
革
」
「
市
場
化
」
な
ど
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
。
参
加
団

体
が
と
り
わ
け
非
難
の
矛
先
を
向
け
て
い
る
の
は
、
新
自
由
主
義
的
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
核
と
見
ら
れ
て
い
る
ア
ク
タ
ー
や
政
策
で
あ
る
。
国
家
で

は
ワ
シ
ン
ト
ン

・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
中
心
的
決
定
者
と
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ

（お

よ
び
そ
の
同
調
国
）
、
国
際
槻
関
で
は

W
T
O
、
I
M
F
、
世
銀
、
G
8
な
ど
、

民
間
ア
ク
タ
ー
の
中
で
は
巨
大
多
国
籍
企
業
に
批
判
が
向
け
ら
れ
る
。
政
策
と

し
て
は
、
貿
易
や
投
質
の
自
由
化
、
北
米
自
由
貿
易
協
定

(N
A
F
T
A
)
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
貿
易
協
定
、
民
営
化
、
規
制
緩
和
な
ど
に
、
と
り
わ
け
批

判
が
集
中
す
る
。

W
S
F
（お
よ
び
他
の
社
会
運
動
）
で
は
、

〈帝
国
〉
と
い
う
言
築
が
盛
ん

に
用
い
ら
れ
る
。
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
国
家
、
国
際
機
構
、
巨
大
企
業
に
よ
っ

て
つ
く
り
上
げ
ら
れ
維
持
さ
れ
て
い
る
体
制
の
全
体
を
指
し
て
、
〈帝
国
〉
と

呼
ぶ
。
こ
れ
は
ネ
グ
リ

(A
n
t
o
n
i
o
N
e
gri
)
と
ハ
ー
ト

(M
i
c
h
a
e
l
H
a
r
d
t
)
 

(23
)
 

に
よ
る
帝
国
の
概
念
と
重
な
り
合
う
。

■い
か
な
る
理
由
に
よ
る
反
対
か

W
S
F
参
加
団
体
の
主
張
は
多
種
多
様
で

あ
る
。

い
ず
れ
の
団
体
も
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
制
約

か
ら
、
貿
易
自
由
化
へ
の
反
対
論
を
中
心
に
、
そ
の
概
略
の
紹
介
に
と
ど
め
る
。

猿
檄
保
設
団
体
は
、

W
T
O
の
下
で
進
め
ら
れ
て
い
る
貿
易
自
由
化
が
環
橙

破
壊
に
つ
な
が
る
と
主
張
す
る
。
な
ぜ
な
ら
第

一
に、

W
T
O
は
各
国
に
設
け

ら
れ
て
い
る
環
境
保
股
基
準
を

「非
関
税
障
壁
」
と
し
て
除
去
す
る
方
向
に
動

い
て
い
る
。
第
二
に
、
貿
易
自
由
化
に
よ
り
魚
介
類
輸
出
国
は
水
産
賓
源
を
、

木
材
輸
出
国
は
森
林
質
源
を
、
乱
獲
す
る
動
機
を
強
め
る
。
第
三
に
、
多
国
籍

企
業
は
環
瑳
基
準
が
緩
や
か
な
国

・
地
域
に
進
出
す
る
傾
向
に
あ
り
、
投
衰
自

由
化
は
そ
の
よ
う
な

「
塚
境
に
や
さ
し
く
な
い
」
企
業
進
出
を
助
長
す
る
。
第

四
に
、
総
じ
て

W
T
O
を
は
じ
め
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
椎
進
機
構
は
、
大
企
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業

・
産
業
界
寄
り

(p
r
o
-b
u
s
i
n
e
s
s
)

の
立
場
で
、
自
然
瑛
境
の
価
値
を
十
分

に
顧
み
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
主
張
に
よ
り
、
環
境
保
護
団
体
は
、
貿

易
問
題
を
珠
境
問
題
化

（グ
リ
ー
ン
化
）
し
て
き
た
。
W
T
O
が
「
非
貿
易
的

関
心
事
項
」
と
し
て
塚
境
問
題
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
理
由
で

(24
)
 

あ
る
。

労
働
組
合
は
、
古
く
か
ら
あ
る
保
設
貿
易
主
義
と
、
新
た
な
非
貿
易
的
関
心

事
項
と
し
て
の
労
働
問
題
と
を
、
組
み
合
わ
せ
た
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
A
F
L

I
C
I
O

に
よ
れ
ば
、
貿
易

•

投
骰
自
由
化
は
第
一
に

、

ア
メ
リ

カ
か
ら
の
「
雇
用
の
輸
出
」
に
拍
車
を
か
け
、
国
内
に
失
業
増
を
も
た
ら
す
。

第
二
に
、
失
業
に
至
ら
ず
と
も
、
賃
金
引
き
下
げ
の
圧
力
と
し
て
働
く
。
第
三

に
、
労
働
基
準
の
低
下
を
も
た
ら
す
。
輸
入
競
争
産
業
で
は
コ
ス
ト
削
減
の
要

詰
か
ら
、
賃
金
カ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
福
利
厚
生
の
悪
化
、
労
働
時
間
の
延
長
、

安
全
対
策
を
軽
視
し
た
作
業
環
境
な
ど
を
労
働
者
に
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
る

た
め
で
あ
る
。
第
四
に
、
労
働
者
へ
の
し
わ
寄
せ
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
だ
け
で

な
く
、
多
国
籍
企
業
の
進
出
先
で
あ
る
途
上
国
に
お
い
て
も
、
労
働
者

（多
く

は
女
性
や
子
ど
も
）
の
搾
取
と
し
て

一
屈
深
刻
に
生
じ
う
る
。
悌
五
に
、
総
じ

て
貿
易
自
由
化
は
労
働
者
の
基
本
的
人
権
を
も
危
う
く
す
る
。
安
全
で
清
潔
な

作
業
環
焼
で
、

貢
献
に
見
合
っ
た
報
酬
を
得
て
働
く
権
利
が
、
労
働
者
か
ら
奪

(25
)
 

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

人
権
保
設
団
体
は
、
貿
易

•

投
賓
自
由
化
に
よ
っ

て
助
長
さ
れ
た
人
権
侵
害

に
注
目
す
る
。
た
と
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
問
題
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
の
有
名
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
の
ウ
ェ
ア
が
、
途
上
国
に
お
い
て
、
文
字
通

り
汗
ま
み
れ
の
過
酷
な
仕
事
場
で
製
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
て
以
来
、

大
企
業
の
海
外
進
出
は
常
に
人
権
団
体
か
ら
厳
し
い
目
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

ス
ウ
ェ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
問
題
で
は
、
学
生
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
も
、
盛
ん
に
抗

議
の
声
を
上
げ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
大
学
の
ロ
ゴ
入
り
の
衣
類
も
ま
た
途
上
国

の
ス
ウ
ェ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
製
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
大
学
側
や

(26
)
 

メ
ー
カ
ー
を
非
難
し
て
、
状
況
の
改
善
を
求
め
て
き
た
。

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
団
体
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
負
の
影
響
が
、
男
性
よ
り
も
女

性
に
と
っ
て
深
刻
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
自
由
貿
易
協
定
な
ど
に
よ
り
設

け
ら
れ
た
経
済
特
区
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
場
が
建
ち
並
ぶ
が
、
労
働
者
の
大

半
は
女
性
で
あ
り
、
劣
悪
で
危
険
な
作
業
場
に
お
い
て
低
賃
金
，
長
時
間
労
働

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
ス
ウ

ェ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
労
働
者
の
大
半
も
、
切
女

性
や
子
ど
も
で
あ
る
。
南
だ
け
で
な
く
、
北
の
国
々
で
も
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
の
大
半
が
女
性
で
あ
り
、
男
女
の
賃
金
格
差
が
消
え
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
よ
る
格
差
の
拡
大

（そ
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
論
争
が
あ
る
が
）
は、

南
北
間
だ
け
で
な
く
、
男
女
間
で
き
わ
め
て
深
刻
で
あ
る
こ
と
を
も

っ
と
注
視

(27
)
 

す
べ
き
だ
と
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
団
体
は
訴
え
る
。

消
費
者
団
体
は
、
貿
易
自
由
化
に
よ
り
、
食
の
安
全
や
製
品
基
準
が
二
の
次

に
さ
れ
て
い
く
傾
向
に
反
対
す
る
。
効
率
最
重
視
の
生
産
方
式
に
よ
り
、
辿
伝

子
組
み
換
え
作
物

(G
M
o
)、
人
体
や
生
態
系
に
有
害
な
肥
料
な
ど
が
世
界

(28
)
 

中
に
拡
散
す
る
危
険
を
訴
え
て
い
る
。

加
藤
哲
朗
に
よ
れ
ば
、

W
S
F
は
「
社
会
運
動
と
し
て
も
政
治
運
動
と
し
て

(29
)
 

も
、
そ
の
多
様
性
に
お
い
て
際
立

っ
て
い
る
」
。
す
な
わ
ち
「
金
融
、
貿
易
、
多

国
籍
企
業
、
労
働
、
森
境
、
水
、
著
作
権
、
医
薬
品
、
食
科
、
都
市
化
、
先
住
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民
、
暴
力
、
戦
争
、
移
民
、
メ
デ
ィ
ア
、
文
化
、
芸
術
、
人
権
、
民
主
主
義
、
差

別
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
々
、
今
日
世
界
で
問
題
に
な
る
あ
ら
ゆ
る
イ
シ
ュ
ー
で
の

迎
動
体
が
参
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
抗
議
し
、
梱
技
し
、
訴

(30
)
 

え
、
討
論
す
る
広
場
と
な
っ
て
い
る
」
。

■い
か
な
る
方
法

・
手
段
に
よ
る
反
対
か

W
S
F
は
抗
談
の
方
法
と
し
て
非

暴
力
王
義
を
徹
底
し
て
い
る
。
慾
章
第
一
三
条
に
は
、
い
ま
枇
界
で
進
行
す
る

非
人
間
化
の
過
程
や
国
家
が
使
う
暴
力
に
対
し
て
、
参
加
グ
ル
ー
プ
同
士
が
結

び
つ
い
て
「
非
暴
力
の
抵
抗
を
つ
づ
け
る
力
」
を
強
め
る
こ
と
が
謳
わ
れ
て

い
る
。
と
は
い
え
、
非
暴
力
的
な
方
法

・
手
段
と
い
っ
て
も
多
様
で
あ
る
。
サ

ミ
ッ
ト
開
催
地
に
出
か
け
て
ビ
ケ
を
張
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
れ
ば
、
ロ
ピ
ー
活
動

に
専
念
す
る
グ
ル

ー
プ
も
、
政
策
提
言
や
広
報
に
主
軸
を
置
く
グ
ル

ー
プ
も

あ
る
。

年
に
一
度
の

W
S
F
世
界
大
会
は
、
「
た
だ
の
国
際
会
議
と
も
、
抗
談
デ
モ
と

も
、
お
祭
り
と
も
、
巨
大
見
本
市
と
も
呼
べ
な
い
。
し
か
し
そ
の
す
べ
て
で
も

(31
)
 

あ
る
。
ま
た
そ
の
合
算
以
上
の
何
か
で
あ
る
」
と
、
出
席
者
は
評
す
る
。
「
大
会

の
際
に
は
全
体
会
議
、
テ
ー
マ
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
青
年
キ
ャ
ン
プ
、
屋
台
バ
ザ
ー
ル
等
が
設
定
さ
れ
る
。
「
ソ
ー
シ
ャ

ル

・
ム
ー
プ
メ
ン
ト
総
会
』
や

「反
戦
ム
ー
プ
メ
ン
ト
総
会
]
と
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
さ
れ
る
。
踊
り
や
音
楽
を
ま
じ
え
て
練
り
歩
く
。
ヒ
ー
ス
マ
ー
チ
な

(32
)
 

ど
、
多
彩
な
表
現
で
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
」
。

■全
面
的
な
反
対
か
、
部
分
的
な
反
対
か

W
S
F
参
加
団
体
の
中
に
は
、
急

進
的
な
革
命
派
も
い
れ
ば
、
漸
進
的
な
改
良
派
も
い
る
。
た
と
え
ば
国
際
金
融

に
つ
い
て
、
革
命
派
は

I
M
F
の
権
限
剥
邪
や
無
力
化
を
求
め
て
、

I
M
F
を

為
替
レ
ー
ト
や
グ
ロ

ー
バ
ル
な
狩
本
の
流
れ
を
監
視
す
る
純
粋
な
研
究
機
閲
に

変
え
る
こ
と
な
ど
を
提
唱
し
て
い
る
。
他
方
、
改
良
派
は
、

I
M
F
の
融
賓
条

件
の
見
直
し
や
、
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
民
主
化
、
透
明
化
な
ど
を
提
唱
す
る
。

ア
タ
ッ
ク
が
求
め
て
い
る
ト
ー
ピ
ン
税
の
森
入
も
、
投
機
目
的
の
短
期
的
な
取

引
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
国
際
通
貨
取
引
に
低
率
の
税
を
課
す
こ
と

で
あ
り
、
通
貨
取
引
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

■グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム

W
S
F
は
し
ば
し
ば
反
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
運
動
と
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
が
、
多
く
の
参
加
者
は
そ
の
「
誤

解
」
を
追
憾
と
し
て
い
る
。
彼
ら
は
現
在
進
行
中
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
諸
弊
害

に
反
対
し
て
い
る
が
、
自
ら
の
立
場
を
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
は
み
な
さ
な
い
。

二
0
0
1
年
の
開
始
以
来
、

W
S
F
が
掲
げ
て
き
た
合
い
言
葉
は
「
も
う
ひ

と
つ
の
世
界
は
可
能
だ

（ビ
1
o
t
he
r
W
o
r
l
d
 is P
o
s
s
i
b
l
e
)
」
で
あ
る
。
惑
章

第
四
条
に
は
、

W
S
F
は
「
巨
大
多
国
範
企
業
と
そ
の
利
益
に
奉
仕
す
る
諸
国

家

・
国
際
機
関
が
拙
進
し
て
い
る
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
反
対
し
、
そ
の
代
替
案
を

提
案
し
ま
す
」
と
あ
る
。
そ
の
代
替
案
が
、
「
オ
ル
タ
ー

・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン

（と
te
r
,
G
l
o
b
a
li
z
a
ti
o
n
)
」
と
表
現
さ
れ
る
。
そ
の
理
論
的
代
表
者
で

あ
る
ジ
ョ
ー
ジ

(S
u
s
a
n
G
e
o
r
g
e
)
に
よ
れ
ば
、
彼
女
ら
の
運
動
は
「
国
際
主

義
的
で
あ
り
、
世
界
全
体
や
地
球
を
共
有
す
る
す
べ
て
の
人
た
ち
の
運
命
に
深

(33
)
 

く
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
」
。
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
を
乗
り

越
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル

・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
ヘ
の
志
向
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
前

掲
の
図
l
で
い
え
ば

（
C
)
に
入
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
オ
ル
タ
ー

・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
。
そ
れ
は
新
自
由

主
義
的
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
異
な
り
、
投
富
の
差
を
広
げ
な

い
、
珠
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W
S
F
の
広
が
り
と
繋
が
り

橙
を
破
壊
し
な
い
、
人
権
を
抑
圧
し
な
い
、
性
差
別
や
人
種
差
別
を
助
長
し
な

い
、
戦
争
を
招
か
な
い
、
地
域
の
文
化

・

伝
統
を
損
な
わ
な
い
：
·：
•
そ
の
よ
う

な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
「
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
」
を

実
現
す
る
理
念
と
し
て
、

W
S
F
内
で
は
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
考
え
で
あ
る

が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
外
に
向
か

っ
て
政
策
提
言
と
し
て
示
せ
る
よ
う
な
其

体
的
な
代
替
案
が
不
足
し
て
い
る
点
が
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
て
き
た
。

W
S
F
に
は
、
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
と
と
も
に
、
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
も
強
い
。
し

か
し
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
と
対
峙
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
と
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
が
相
互
袖
強
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

W
S
F
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
「
グ
ロ
ー
カ

ル
」
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
性
と
し
て
詳
述
し
た
い
。

N
G
O
や
市
民
運
動
の
繋
が
り
は

「ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
図
式
化
さ
れ
る
こ

と
が
最
も
多
い
。
で
は

W
S
F
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
ど
こ
に
特
徴
が
あ
る
だ

ろ
う
か
。

ハ
ー
ト
と
ネ
グ
リ
は
、

W
S
F
を
「
多
様
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

ひ
と
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(t
h
e
n
e
tw
o
r
k
 o
f
 n
e
t
w
o
r
k
s
)
」
と
評
す
る
。
幾

瓜
に
も
存
在
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
地
球
的
規
松
で
大
き
く

―
つ
に
繋
が

っ

(34
)
 

て
い
る
と
い
う
捉
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
本
稿
の
事
例
研
究
の

結
果
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
だ
ろ
う
。

W
S
F
が
「
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
ひ
と
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で

あ
り
得
て
い
る
の
は
、
少
な
く
と
も
三
誼
の
繋
が
り
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
イ
シ
ュ

ー
エ
リ
ア
相
互
の
繋
が
り
、
ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー
バ

ル
の
繋
が
り
、
そ
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
の
繋
が
り
で
あ
る
。

第

一
は
、
イ
シ
ュ

ー
エ
リ
ア
相
互
の
繋
が
り
で
あ
る
。
深
境
、
労
働
、
人

権
、
農
業
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
シ
ュ

ー
エ
リ
ア
に
は
、
国
檄
を
越
え
て
市
民

グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
イ
シ
ュ

ー
エ
リ
ア
ご
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

―
つ
に
繋
い
で
い
る
の
が
、

W
S
F
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能

に
し
て
い
る
の
は
、
多
数
の
接
合
点
の
存
在
で
あ
ろ
う
。

W
S
F
参
加
団
体
の

主
張
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
相
互
に
矛
盾
や
対
立
も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

各
グ
ル

ー
プ
が
掲
げ
る
活
動
ア
ジ

ェ
ン
ダ
の
中
に
、
た
と
え

一
部
で
は
あ
っ
て

も
、
重
な
る
部
分
が
あ
り
、
そ
れ
が
結
び

nの
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
は
、
ア
メ
リ
カ
の
組
織
労
働
者
の
権
利
保

殷
だ
け
で
な
く
、
枇
界
の
労
働
者
の
権
利
保
股
も
活
動
目
的
に
掲
げ
る
こ
と
に

よ
り
、
途
上
国
の
工
場
労
働
者
と
の
接
合
点
を
見
出
し
た
。
途
上
国
の
労
働
間

題
は
、
ス
ウ

ェ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
問
題
な
ど
を
通
じ
て
、
人
権
団
体
や
学
生
グ

ル
ー
プ
、
女
性
グ
ル
ー
プ
と
の
桜
合
点
と
も
な

っ
た
。
ま
た
、
労
働
基
準
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
湘
外
進
出
す
る
多
国
籍
企
業
へ
の
批
判
は
、
炭
椛
基
準
を

な
い
が
し
ろ
に
す
る
多
国
籍
企
業
に
対
す
る
環
淡
団
体
の
批
判
と
も
狐
な
り

合

っ
た
。

同
じ
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
産
の
牒
作
物
輸
入
を
制
限
し
た
い
と
考
え
る
ヨ

ー

ロ
ッ
パ
な
ど
の
国
々
の
農
民
は
、
ア
メ
リ
カ
産

G
M
O
に
反
対
す
る
こ
と
に
よ

り、

G
M
O
が
生
態
系
に
与
え
る
影
牌
を
懸
念
す
る
珠
桜
団
体
と
の
接
合
点
を

見
い
だ
し
た
。
G
M
O
は
、
食
品
安
全
性
を
懸
念
す
る
消
費
者
団
体
と
の
接
合

点
と
も
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
巨
大
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の
批
判

は
、
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
団
体
の
主
張
と
も
狐
な
り
合

っ
た
。
―

つ
の
接
合
点
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は、

ニ
ー
三
の
グ
ル
ー
プ
を
繋
ぐ
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
接
合
点
が
多

数
あ
れ
ば
、
間
接
的
に
で
は
あ
れ
、
全
休
を
つ
な
ぐ
効
果
を
発
挿
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
。

W
S
F
に
お
け
る
第
二
の
繋
が
り
は
、
ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
で
あ
る
。
枇
界
各
地
で
展
開
さ
れ
る
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
の
連
動

を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
繋
い
で
い
る
の
が
、

W
S
F
で
あ
る
。

W
S
F
の
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
は
、
様
々
な
形
で
存
在
す
る
。
効
率
重
視
の
「
エ

業
的
農
業
」
へ
の
反
対
、
「
農
業
的
農
業
」
の
復
興
、
地
産
地
消
、
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
地
域
産
業
の
再
生
・
創
出
、

地
域
文
化
の
再
発
見
な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
、
ロ
ー
カ
ル
な
暮
ら
し
の
価
値

を
、
新
自
由
主
義
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
。

W
S
F
に
は
、
こ
う
し
た
地
域
密
党
型
の
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
で
の
連
動
も

あ
れ
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
ベ
ル

（国
の
政
治
休
制
や
経
済
政
策
な
ど
）
の
運

動
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル

（国
際
貿
易
、
国
際
金
融
な
ど
）
の
運
動
も
あ
る
。

W
S
F
は
憲
索
第
八
条
で
、
「
も
う
ひ
と
つ
の
枇
界
を
つ
く
る
た
め
に
、
ロ
ー

カ
ル
な
レ
ベ
ル
か
ら
国
際
的
な
レ
ベ
ル
ま
で
、

実
際
に
行
動
し
て
い
る
様
々
な

組
織
や
迎
動
を
結
び
つ
け
る
」
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
第

一
四
条
に
は

「
わ
た
し
た
ち
は
、
参
加
す
る
団
体
や
運
動
組
織
の
活
動
が
、
ロ
ー
カ
ル
・
レ

ベ
ル
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
レ

ベ
ル
ヘ
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
レ
ベ

ル
ヘ
と
進
み
、
地
球
市
民
と
し
て
間
題
と
取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
奨
励
し
ま

す
」
と
あ
る
。

ロ
ー
カ
ル
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
を
繋
ぐ

W
S
F
は
、
一
っ

(35
)
 

の
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
呼
べ
る
だ
ろ
う
。

ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー

バ
ル
の
辿
結
が
な
ぜ
重
要
か
、
著
名
な
論
客
の

一
人
、
シ
ヴ
ァ

(V
a
n
d
a
n
a

S
h
i
v
a
)
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
シ
ア
ト
ル
の
成
功
を
も
た
ら
し
た
民

衆
の
運
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
生
ま
れ
育
っ
た
運
動
で
す
。
地
域
ご
と
国
ご
と

の
闘
争
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
の
抵

抗
は
真
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
動
に
な
り
ま
す
。
地
域
で
の
運
動
に
根
づ
い
て
い

な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
抵
抗
連
動
は
砂
の
上
に
建
て
た
家
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

や
が
て
倒
れ
て
し
ま
う
。
同
時
に
、
地
域
の
運
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
喘
を
持

た
ず
、
地
球
や
国
際
社
会
に
つ
い
て
考
え
な
い
な
ら
、
そ
の
運
動
は
視
野
が
狭

く
な
り
、
い
つ
も
守
り
に
追
わ
れ
て
心
細
い
思
い
を
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
市

民
が
築
く
政
治
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
は
ロ

ー
カ
ル
な
運
動
か
ら
生
ま

(36
)
 

れ
、
ロ
ー
カ
ル
な
運
動
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
か
ら
力
を
得
ま
す
」
。

二
0
0
八
年
の

W
S
F
は
、
グ
ロ
ー
カ
ル

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

一
っ
の
実
験

で
あ
っ
た
。
同
年
は
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
―
つ
の
大
会
場
に
梨
ま
る
方
式
で
は

な
く
、
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
ロ
ー
カ
ル
な
催
し
を
批
界

一
斉
に
行
う
こ

と
と
し
た
。
ダ
ボ
ス
会
議
と
同
じ
一
月
二
六
日
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ

ン

・
デ
ー
」
と
定
め
、
約
一
週
側
前
か
ら
世
界
各
地
の
村
‘
町
、
都
市
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
で
行
進
、
ス
ピ
ー
チ
、
討
論
が
行
わ
れ
た
。
専
用
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
梢
報
、
意
見
、
画
像
、
ビ
デ
オ
が
投
稿
、
交
換
さ

こ
。

t
 

t
 ＇ W

S
F
に
お
け
る
第
三
の
繋
が
り
は
、
心
理
的
な
も
の
で
あ
る
。

W
S
F
の

参
加
固
体
は
、
し
ば
し
ば
相
矛
盾
す
る
価
値
観
を
持
っ
て
い
る

（環
境
か
経
済

か
、
革
命
か
改
良
か
、
な
ど
）。

そ
れ
で
も
彼
ら
の
間
に
、
共
通
の
ア
イ
デ
ン

テ
イ
テ
ィ
が
醗
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。

W
S
F
が
原
則
惑
草
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に
お
い
て
新
自
由
主
義
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
反
対
を
謳
っ
た
こ
と

は、

立
ち
向
か
う
べ
き
「
共
通
の
敵
」
が
い
る
こ
と
の
直
言
で
あ
っ
た
。
「
も

う
ひ
と
つ
の
世
界
は
可
能
だ
」
と
い
う
合
い
言
葉
も
、
当
初
か
ら

W
S
F
で
共

有
さ
れ
て
き
た
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
ま
た

W
S
F
は
、
そ
れ
自
体
が
一
体
感

を
高
め
る
装
四
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
何
万
と
い
う
人
々
が
世
界
中
か
ら

一

カ
所
に
集
ま
り
、
一
絣
に
な

っ
て
行
進
や
討
識
を
す
る
こ
と
で
、
一
体
感
を
高

楊
さ
せ
る
イ
ベ
ン
ト
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
二
0
0
一
年
か
ら

続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
共
通
の
経
験
が
諮
積
さ
れ
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
が
育
ま
れ
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん

W
S
F
に
は
脆
弱
な
部
分
も
あ
る
。
参
加
グ
ル
ー
プ
の
す
べ
て
が

直
接
の
接
合
点
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
し
、
接
合
点
に
は
強
・
弱
が
あ
ろ
う
。

共
通
認
識
が
育
ま
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
意
見
や
利
害
の
潜
在
的
対
立
が
解
消

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
で
も
、

W
S
F
に
集
ま
る
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
運
動
の
繋
が
り
は
、
「
緩

や
か
な
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
と

一
般
化
さ
れ
る
よ
り
も
、
強
い
も
の
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
は
、
広
が
り
す
ぎ
て
繋
が
り
が
弱
ま
る
と
い
う
よ
り
も
、
広
が

り
と
繋
が
り
が
相
互
補
強
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

W
S
F
は

多
元
王
義
の
姿
勢
を
と
り
、
内
部
矛
盾
を
無
理
に
解
消
し
よ
う
と
す
る
の
で
は

な
く
、
多
様
な
価
値
や
目
的
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
第

一
に
、
イ
シ
ュ

ー
エ
リ
ア
の
広
が
り
は
、
内
部
矛
盾
を
増
す
と
こ
ろ
も

あ
る
反
面
、
接
合
点
さ
え
見
出
せ
ば
「
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
、
む
し
ろ
そ
の
多
様
性
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
第
二
に
、
世
界
各
地
の
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
の
活
動
が
広
が

り
を
増
し
て
い
く
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
カ
ル

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
を
高
め
、

惑
章
に
謳
わ
れ
た

W
S
F
の
理
念
の
正
当
性
を
TrloJ

め
る
。
第
三
に
、
参
加
ア
ク

タ
ー
の
幅
が
広
が
る
ほ
ど
、

一
堂
に
会
し
て
行
進
す
る
と
き
な
ど
に
は
世
界
の

注
目
を
い
っ
そ
う
集
め
、
参
加
者
の
高
揚
感

・
連
帯
感
は
増
す
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
が
共
通
の
経
験
、
共
通
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
を
強
め
る
役
を
呆
た
す
と
思

わ
れ
る
。

最
後
に
、

W
S
F
と
い
う
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
運
動
の
事
例
か
ら
、
グ
ロ

ー
バ

ル
経
済
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
に
つ
い
て
一
考
し
、
小
論
の
結
び
と
し
た
い
。

W
S
F
は
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

（彼
ら
の
言
築
で
は
新
自
由
主
義
的

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
に
対
す
る
全
世
界
的
な
抵
抗
迎
動
の
代
表
例
で
あ

る
。
参
加
ア
ク
タ
ー
の
具
体
的
な
立
場
や
主
張
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
互
い
に
接

合
点
を
見
出
し
、
グ
ロ
ー
カ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
共
通
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
育
む
こ
と
で
、
広
が
り
と
繋
が
り
を
維
持
し
て
き
た
。
本
稿
で
は

W
S
F
の
現
在
ま
で
の
動
き
を
追
っ
て
き
た
が
、

W
S
F
の
今
後
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
も
、
グ
ロ

ー
バ
ル
時
代
の
国
際
政
治
を
読
み
解
く
鍵
の
一
っ
と
な
ろ

う
。

W
S
F
は
今
後
、
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
課
題
と
向
き
合
う
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

―
つ
は
、
市
民

（民
衆
）
と
国
家
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
か
で
あ
る
。

W
S

F
が
反
グ
ロ

ー
バ
ル
化
運
動
と
し
て
実
際
の
政
策
に
影
嬰
を
及
ぽ
そ
う
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
国
家
ア
ク
タ
ー
と
の
協
働
が
欠
か
せ
ま
い
。
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
政
治
的
彩
牌
力
が
、
カ
ナ
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
中
小
国
の
辿
合
と
結
び
つ

お

わ

り

に
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い
て
初
め
て
大
き
く
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
対
人
地
雷
禁
止

(37
)
 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
オ
タ
ワ

・
プ
ロ
セ
ス
の
例
が
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し

W
S
F
は
、
「
世
界
の
国
々
で
活
動
す
る
市
民
の
団
体
や
運
動
組
織
だ
け
が
集

ま
り
、
た
が
い
に
連
帯
す
る
も
の
で
す
」
と
、
惑
章
第
五
条
で
宣
言
し
て
い
る
。

市
民
だ
け
の
集
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
基
礎
と
し
て
き
た

の
で
、
国
家
と
の
協
働
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
弱
め
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

も
う
一
っ
は
、
オ
ル
タ
ー

・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
発
展
さ
せ

る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

W
S
F
の
い
う
オ
ル
タ
ー

・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
れ
が
不
鮮
明
で
あ
る
こ

と
は
、
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

W
S
F
の
内
部
で
も
、
か
ね
て
よ
り
、

何
に
反
対
す
る
か

(a
g
a
i
n
s
t
w
h
a
t
?
)

に
と
ど
ま
ら
ず
、
何
に
向
か
っ
て
い

く
か

(for
w
h
a
t
?
)
を
世
界
に
示
す
べ
き
だ
と
い
う
談
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
を
進
め
る
た
め
に
は
、
立
場
や
意
見
の
多
様
性
を
許
容
す
る
と
い

う

W
S
F
の
基
本
精
神
が
浸
食
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。

一
部
グ
ル
ー
プ
が
中
心

に
な
っ
て
統

一
的
な
政
策
提
言
を
つ
く
る
動
き
に
出
れ
ば
、
別
の
グ
ル
ー
プ
か

ら
反
発
が
起
こ
り
、
分
裂
に
向
か
い
か
ね
な
い
。

翻
っ
て
、
こ
れ
ら
は
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
は
な
く
、
国
際
社

会
全
体
の
課
題
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
点
目
に
つ
い
て
は
、
国
家

（政

府
）
の
側
も
、
市
民
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
い
か
に
政
策
に
取
り
入
れ
、
市
民
と

協
働
し
て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
連
を
は
じ
め
と
す
る
国
際

機
関
の
い
く
つ
か
の
会
合
に
お
い
て
、
N
G
O
が
参
加
賓
格
を
認
め
ら
れ
、
発

言
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

機
会
が
十
分
な
「
民
意
」
の
反
映
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
を
、

W
S
F
の

メ
ン
バ
ー
は
不
満
と
し
て
い
る
。
よ
り
有
効
な
国
家
と
市
民
の
協
働
の
あ
り
方

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
大
き
な
課
題
の
―
つ
で
あ
る
。
第
二
点
目

に
つ
い
て
も
、
代
替
案
を
提
示
す
る
義
務
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
反
対
す
る
側

よ
り
も
、
む
し
ろ
推
進
し
て
い
る
側
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
反
グ
ロ
ー
バ

ル
化
グ
ル
ー
プ
の
主
張
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
人
々

か
ら
の
失
望
、
不
満
、
嘆
き
、
抵
抗
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
に
国
辿
開
発
計
画

(U
N
D
P
)
が
「
人
間
の
顔
を
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
化
」
の
必
要
性
を
訴
え
た

(38
)
 

が
、
そ
れ
は
今
日
も
課
題
と
し
て
持
ち
越
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
国
際
政
治
学
の
課
題
で
も
あ
る
。
反
グ
ロ

ー
バ
ル
化
運

動
で
提
起
さ
れ
て
い
る
の
は
、
き
わ
め
て
規
範
的
な
問
題
の
数
々
で
あ
る
。
新

自
由
主
義
に
対
峙
す
る
価
値
観
や
信
条
を
土
台
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
諸
々

の
弊
害
が
非
難
さ
れ
、
代
替
案
が
提
唱
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

規
範
的
な
問
題
に
こ
そ
、

実
証
的
な
分
析
を
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
靭
は
、
実
証
研
究
に
お
い
て
大
い
に
論
争
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
運
動
で
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
福
祉
国
家
の
衰

退
や
、
経
済
的
格
差
の
拡
大
な
ど
が
現
実
に
観
察
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
起
因
す
る
の
か
、
そ
の
結
果
に
よ
り
政
策
提
言
は
変
わ
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。
国
際
政
治
学
に
お
い
て
、
改
革
の
熱
意
と
冷
徹
な
分
析
、
規
範

的
研
究
と
実
証
的
研
究
の
両
立
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
運

動
は
わ
れ
わ
れ
に
改
め
て
想
起
さ
せ
る
。
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